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港である 6 港を超えうる規模の漁業活動に対して制限
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閲覧）．
21 Sverige. Kungl., Maj:t, 1666.
166 167
－ 7－－ 6－

























22 Sverige. Kungl., Maj:t, 1666.
23 1645年の差別関税では，14門以上の大砲が装備されたスウェーデン船籍の船舶は関税免除（helfria），ス
ウェーデン船籍，あるいは船主がスウェーデン人で装備されている大砲が13門以下の船舶は関税の半額免
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European and Global Perspective, 1600-1800”, Journal of History for the Public, Vol. 6, 2009, pp. 30-47.
24 Sverige. Kungl. Maj:t, Hampnne-Skråå, Förtalet. 1669, （以下，Sverige. Kungl. Maj:t, 1669）.
25 Sverige. Kungl. Maj:t, 1669. 
168 169
－ 7－－ 6－









条では，特段の理由がなく港の会合に出席しないものについては，1 回目は 6 ウーレ，2 ，3 回目につ
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　本法律における第 1 の問題は，漁業を行う際の各種手数料に関する規定である。第 1 条では，ニシン
の塩漬けを目的とする塩については，輸入関税の免除対象となることが明記された。ただし，貯蔵規則
（Nederlagsordning）に基づき，漁業認可費用として関税額の 4 分の 1 ％を出港，入港時それぞれ支払
わなければならなかった40。
　また，外国産ニシンおよび外国製の漁具への対応については第 2 条，第 3 条で規定されていた。
第 2 条では，「我が臣下がニシンを漁獲した際に，オランダ産ニシンに適用される関税額の 8 分の 1 ％
を漁業認可費用として支払わなければならない」と規定した41。さらに第 3 条では，外国製の漁具を漁
獲行為で使用する場合，帰港の際に認可費用として関税額の 8 分の 1 ％の支払いが必要であることを規
定し，さらには「使用している漁具が明らかに王国内で製作されたものであれば，我々は別途利益を享
36 P.Karonen, “Coping with Peace after a Debacle. The Crisis of the Transition to Peace in Sweden after 
the Great Northern War （1700-1721）”, Scandinavian Journal of History, Vol. 33, No. 3, 2008, pp. 203-225.
37 Haneson, 1923, s. 37.
38 Sverige. Kungl. Maj:t Kongl. Maj:ts Nådige Förordning, angående Fiskerierne i Riket. Gifwen 
Stockholm i Råd-Cammaren den 17. Martii 1724, （以下，Sverige. Kungl., Maj:t, 1724）.
39 Haneson, 1923, s. 32-33.
40 史料上において，4 分の 1 ％と表記されていることから，本稿においてもそれに準じて表記する。
41 Sverige. Kungl., Maj:t, 1724.
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の関税は，入港時に 4 分の 1 ％，出港時に 4 分の 1 ％の支払が義務づけられた。一方で，入港時および
出港時における認可費用については具体的な数値はないものの，漁場から最も近い場所では僅かながら
ではあるが関税の免除が発生することが明記されている。そして，この免除をめぐって不正が発生する
42 Sverige. Kungl., Maj:t, 1724.
43 Sverige. Kungl., Maj:t, 1724.
44 Sverige. Kungl., Maj:t, 1724.
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46 1 ダーラ（daler）は， 4 マルク（mark）， 32ウーレ（öre）あるいは768ペニング（penningar）に換算される。 
L. O. Lagerqvist, Vad kostade det?: Priser och löner från medeltid till våra dagar, Scandbook AB, Falun, 
2015, s. 82, 125.
47 漁村設立に関する研究については，Dalén, 1941. を参照のこと。
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　この漁業法令とともに漁業政策上重要な法令が，1726年 3 月 1 日の「港湾法令」であった。次節では，
この法令を具体的な規定を検討し，特に港湾内における漁業の諸規定について明らかにしたい48。
　（2） 1726年の港湾法令
















漁業に関する規則（第 3 ～ 8，16～18条），第 2 に港湾や漁村における規則（第 1 ～ 2 ，9 ～16条）に大
48 Sverige. Kungl. Maj:t Kongl. Kongl. Maj:ts Förnyade Hamn-Ordning. Gifwen Stockholm i Råd-
cammaren den 1. martii. åhr 1726, （以下，Sverige. Kungl., Maj:t, 1726）.
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50 Hamn, SAOB, <https://svenska.se/saob/?id=H_0201-0025.68SW&pz=7>, （2019/2/12閲覧）.
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57 Göran, 2011, s. 187.
58 Aldman, L-A., En merkantilistisk början: Stockholms textila import 1720-1738, Uppsala Universitet, 
Uppsala, 2008 ; Carlén, 1997.
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